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図のように三角形ABCの内部に半径 1の円が 5つ含まれている．4つの円は辺 BCに
接しながら横一列に互いに接しながら並び，左端の円は辺 ABに接し，右端の円は辺
ACに接している．また，もう一つの円は，辺ABと辺ACに接し，4つの円の右側の
2つの円に接している．このとき
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である．ただし， (13) (14) < (17) (18) とする．

出典：2021年 慶應義塾大学 環境情報学部

解答
上の円の中心を D, 4つ並んだ円のうち一番左の円の中心を E, 一番右の円の中心を

Fとすると，外接の条件より
EF = 6, DF = 2

点Dから線分 EFに下ろした彗星の足を Hとすると，Hは 2円の接点であるから
EH = 5
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線分DHは一辺の長さ 2の正三角形の中線であるから，その長さは
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√
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直角三角形DEHにおいて，三平方の定理より
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AB DE, BC EF, CA FDより�ABD∽�DEFであるから
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線分 DHと円Dとの交点を Tとし，Tにおける円Dの接線と線分 DE, ABとの交
点をそれぞれ P, Qとする。�DPT∽�DEHより
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点 Pから辺ABに下ろした垂線の足を Rとすると，
�PQR ≡ �DPT

であるから
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点 Eから辺 BCにおろした垂線の足を E′とすると
�EBE′ ≡ �DQT

であるから
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点 Fから辺 BCにおろした垂線の足を F′とすると
∠FCF′ = 30◦

であるから
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よって，辺 BCの長さは
BC = BE′ + E′F′ + F′C
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